
ハンドボール競技における
速攻成功率を高めるための直前のシュートの打たせ方

研究概要と⽬的
昨今の⽇本では, 少⼦化に加え, スポーツの多様化や運動離れにより, 部活の種⽬ごとの参加者が減少傾向にある。そこ
で本研究では, ⼈数の少ないハンドボールチームにおいて, 体⼒を消費せずに効率良く勝利に近づく⽅法を検討した。速
攻に焦点をあて, 速攻の仕⽅や速攻直前の相⼿チームの攻撃させ⽅と速攻成功率との関係性について調べた。

定義

分析⽅法
「第45回全国⾼等学校ハンドボール選抜⼤会」の試合のうち, 
0-6 DFをしているチームの試合（７試合）について速攻時の
データを収集（n = 140）。DF側チームの速攻の成功確率と３
つの条件との関係性について適合度検定を⾏い, どのような場
合に速攻が成功しやすいかを調べた。有意⽔準は５％未満と
した。

仮説
オフェンス（OF）側がディフェンス（DF）に戻る距離が⼤きくなるた
め, 6mエリアでシュートを打たせたほうが速攻に移りやすい。

DFポジションを左右対称にサイド側から１枚⽬, ２枚⽬, ３枚⽬とし, 
相⼿チームのどのポジションのプレーヤーがシュートを打ったときに
⾃チームの速攻が決まりやすいかを調べたところ, シューターのDFポ
ジションによる速攻の決まりやすさに有意差はなかった（表１）。

⼀般的に, 攻撃をする側が数的有利を作れている場合, 攻撃が成功しや
すいといわれているため, 速攻時にどれだけ⼈数差が作れているかで速
攻の成功率に差があるかを調べた。結果は, 速攻時にできている⼈数有
利の⼤⼩による速攻の成功率に有意差は⾒られなかった（表２）。

直前の相⼿チームのシュートを放ったエリアが, 図１の6m, 9m, バック
エリアのどこであったかが⾃チームの速攻成功率に関係しているかを
調べた。結果は, エリアによって有意差が⾒られた（表３）。

⾃チーム
（⾃プレーヤー）

：速攻を狙うチームとそのプレーヤー。本研究は⾃チームがDF局
⾯をスタートとする。

相⼿チーム
（相⼿プレーヤー）

：⾃チームが対峙するチームとそのプレーヤー。本研究では, 相
⼿チームのOF局⾯をスタートとする。

速攻 ：素早いカウンター攻撃。この研究では, 攻守の切替わりから, 10
秒以内に⾃チームがシュートを打ち切る攻撃とする。

リスタート ：相⼿チームの得点後, 素早いスローオフにより速攻すること。

０-６DF ：DF時, 基本全員のプレイヤーがゴールエリアライン沿いに位置
取るDFシステムのこと。 図１：集計時のエリア分け⽅法

直前のシュートを打った相⼿プレイヤーのDFポジション
と速攻成功率との関係

⾃チーム速攻時の攻撃参加⼈数と相⼿チームの守備参加⼈
数の差と速攻成功率との関係

相⼿チームがシュートを打ったエリアと速攻成功率との関係

攻守の切り替えが最も遅れる相⼿プレーヤーは速攻直前のシュートを放
つプレーヤーであり, この相⼿プレーヤーが速攻直前のシュートをどの
位置で放ったかが, 攻守切り替えの速さに直結していることが本研究の
結果から⽰唆された。つまり, 速攻直前のシュートがゴールから離れた
ロングシュートの場合などは, シュートを放った相⼿プレーヤーのディ
フェンスへの戻りも早く, 速攻は成功しにくいと考えることができる。
逆に, サイドシュート後は相⼿プレーヤーのディフェンスまで戻る距離
が遠く, 相⼿チームの攻守の切り替えが遅れるため, ⾃チームの速攻が成
功しやすいと考えることができる。

（表３）相⼿チームがシュートを打ったエリアと速攻成功率との分析結果

（表１）直前のシュートを打った相⼿プレイヤーのDFポジションと速攻成功率との分析結果

A: 6m, B: 9m, C: バックエリア

（表２）⾃チーム速攻時の攻撃参加⼈数と相⼿チームの守備参加⼈数の差と速攻成功率との分析結果

6m, 9mエリアにて相⼿チームシュート後の速攻は成功しやすい
バックエリアにて相⼿チームシュート後の速攻は成功しにくい

考察

結論
速攻の成功率に関係しているのは、直前の相⼿チームがシュートを放
つエリアであり、このエリアが⾃チームエンドラインに近い位置であ
ることが、直後の⾃チームの速攻の成功率が⾼いことに影響する可能
性が⽰唆された。逆に⾔えば、⾃チームが攻撃する際には、サイド
シュートなど相⼿チームエンドラインに近い位置で終わることは、相
⼿チームの速攻を成功させるリスクを伴うことも同時に⽰唆された。

分析結果
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